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④ 避難訓練における避難先の指定について

１ 避難先指定の前提事項

２ 広域避難時の避難先の指定



１ 避難先指定の前提事項

① 境町の地勢：防災上（水害）の特性

② 町外の緊急避難場所

③ 広域避難時の目標とする避難線

④ 広域避難における主要幹線道路と避難方向
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全体的に東高西低の地形南北に４本の中小河川

① 境町の地勢：防災上（水害）の特性
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１ 境地区を中心に水が集中する

２ 避難方向は東～北東方向

３ 中小河川が避難方向をさえぎるように存在

特に境地区が孤立

する可能性が大



《参考》広域避難における避難の焦点
55

【① 静地区】
１ 利根川・渡良瀬川氾濫時は最初に被災
する可能性が高い

２ 長井戸沼（中央排水路）で東方向への
避難が困難となり避難は概ね北方向限定

①

●

②

【② 境地区】
１ 境町人口の約38%が集中し浸水深が
深い

２ 役場を中心に道路網が発達している
が避難方向が集中しやすく渋滞し易い

浸水深が深く、特に塚崎はリスクが高

いため速やかな避難が必要

都市下水路など内水氾濫の可能性が高い

ため速やかな避難が必要

境町役場
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床上浸水
１６０棟／全２４６棟
（大規模半壊９０）

床下浸水 １３９棟／全２４７棟

境町役場

境町役場
境町役場

大規模半壊

床上浸水

床下浸水

冠水道路

：人口密集地
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《参考》27関東・東北豪雨災害時の内水氾濫状況

建 物 被 害

中心地／町全体

町内34箇所で道路が冠水

「中心地は孤立化」

利根川氾濫時は

逃げ遅れ

約500棟の住宅被害の内、

全体の約61％（約300棟）が境地区で発生



6.8km

坂東市

《 駐 車 可 能 台 数 》

▶ 坂東市正面 ： 550台

▶ 八千代町正面： 250台

計 800台

総和工業高校

古河市

境 町

5km

300台90台

160台

車 ：約 90台
トイレ：1箇所

農村いこいの広場

車 ：約300台
トイレ： 2箇所

逆井城址公園

250台

坂東総合高校

八千代高校

農村いこいの広場

前山公園及び常繁寺（駐車場のみ）

逆井城址公園

安達運輸駐車場
（海上コンテナ置場）

洗車場跡地
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車 ：約250台
トイレ：校 内

安達運輸駐車場
八千代高校隣接

②③④常繁寺駐車場 《 ① 前山公園 》
・車：約 45台
・トイレ：1箇所
《 ②③④ 常繁寺 》
・車：約 115台

車 ：約160台
トイレ：1箇所

前山公園

常繁事

① 前山公園

町外の緊急避難場所は坂東・八千代にあるため、広域避難には

古河方向よりも避難先を確保できる。

② 町外の緊急避難場所
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【駐車場凡例】

： 指定広域避難所 ： 公共駐車場

： 指定緊急避難場所 ： 民間駐車場



③ 広域避難時の目標とする避難線
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第２避難線
県道125号ライン
（避難が望ましい線）

避難制限線
国道４号ライン
（本線より西は危険）

第１避難線
鵠戸川ライン

（絶対に避難すべき線）

第２避難線
国道125号ライン
（避難が望ましい線）

県道56号
第１避難線

県道56号ライン
（絶対に避難すべき線）
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④ 広域避難における主要幹線道路と避難方向

八千代高校

坂東総合高校

総和工業高校

【凡 例】

：主要幹線及び方向

：幹線道上の橋梁

まずは速やかに東方向

鵠戸川以東へ避難

北へは主に県道17号線

静地区は主に

国道４号沿

八千代町へは、西仁連川

等３河川に注意！
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２ 広域避難時の避難先の指定

① 避難先指定の考え方

② 行政区ごとの避難先の指定（案）
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① 避難先指定の考え方

▶ 中小河川、地形・避難特性（避難先指定の前提

事項、各行政区の避難要領）を踏まえ決定

➔ 概ね県道17号線を基準に避難方向を区分

西側を北方向、東側を東～北東方向で区分

▶ 努めて同一の広域避難所に避難者が集中しない

ように避難先を指定

▶ 努めて避難時の渋滞を避けるため、

① 利根川沿川の行政区を古河、坂東方面

② その他の外縁の行政区を八千代方面
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《八千代高等学校》

《元坂東総合高等学校》

垂直避難可能

② 行政区ごとの避難先の指定（案）

：八千代高校

：坂東総合跡地

：総和工業高校

：垂直避難可能

：避難者の割合

【避難先凡例】

《総和工業高等学校》 ○

避難先分散の検証も兼ねています。ご理解の上、ご協力をお願いします！
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